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シリーズ　防 災（非常持出品編）

―　非常持出袋を確認しましょう！
～最低３日間は自力でしのぐ用意を～ ―

　危険が迫ってやむなく避難しなければならないとき、あなたは何を持ち出しますか。
その時では間に合いません。普段から最小限の非常持出品を用意し、定期的に確認し
ておきましょう。

†問い合わせ先†　総務課　防災対策室　☎３―０５０５（担当　中
なかむら

村）

防災コーナー（役場 1階）

　避難するときにさっと取り出せることが大切です。身近で目
につきやすい場所に保管しましょう。
　また、重さは、男性は 15 キログラム、女性は 10 キログラム
ぐらいまでとされています。

　用意しておくべきものは、人によって違います。家族で話し合って決めましょう。

●赤ちゃんがいる家庭：ミルク、ほ乳ビン、おむつなど
●高齢者・障害者の方がいる家庭：看護・介護用品など
●病気の方がいる家庭：常備薬など
●その他：入れ歯、眼鏡など

＜非常持出品の例＞
品　　名 内　　容　　・　　説　　明

非常食 かんぱん、缶詰、レトルト食品など３日分。
飲料水 １人１日３リットルが生命を維持するための水の量といわれています。
救急セット 包帯、バンドエイド、ガーゼ、綿棒、薬、熱さまシートなど。
洗面用具 長期避難に必要。せっけんも。
マスク 砂やほこり、煙などを吸わないために。
ラジオ付きライト ラジオは情報を聞くために必要です。
笛（ホイッスル） もし閉じ込められたら・・・・これで救助を呼びましょう。
ゴミ袋 雨もしのげます。
筆記用具 連絡やメモに。
布製ガムテープ 簡単な補修もできます。
ライター ろうそくの点火や調理などに必要です。
万能ナイフ ナイフ・ドライバー・栓抜き・缶切りなど。
アルミホイル 皿の代わりにも使えますし、体に巻けば保温にも。
サランラップ 一時止血や、皿の上に敷いて汚れ防止に。
くつ・スリッパ 割れたガラスの破片などでケガをしないように、枕元にも室内履きを。
はさみ
貴重品 現金、通帳、免許証・健康保険証のコピーなど。

その他 タオル、ティッシュ、軍手、レジャーシート、ビニールひも、ローソク、コップ、生理用品、（防
災ずきん）

　津波や土砂災害の危険があるなど即座に逃げられない場所にお住まいの方は、身軽に避難できるよう、
あらかじめ地域の避難所などに保管しておくなどの対策を検討してもよいでしょう。
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心
疾
患
（
心
筋
梗
塞
や
不
整

脈
）
に
よ
り
突
然
人
が
倒
れ
た
場

合｢
心
室
細
動｣

を
起
こ
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

｢

心
室
細
動｣
と
は
、
心
臓
が
不

規
則
に
痙けい
れ
ん攣
し
て
、
全
身
に
血
液
を

送
り
出
す
ポ
ン
プ
の
役
割
を
失
っ

た
状
態
で
、
心
拍
停
止
と
同
じ
状
態

で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
死

に
至
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
心
臓
に

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
加
え
心
室
細
動

を
取
り
除
く｢

除
細
動｣

を
早
期

に
行
い
心
臓
の
リ
ズ
ム
を
正
常
に

も
ど
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
役
に
立
つ
の
が
『
Ａ
Ｅ

Ｄ
』
で
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
傷
病
者
の
心
電
図

を
自
動
解
析
し
て
、
除
細
動
（
電

気
シ
ョ
ッ
ク
）
が
必
要
な
状
態
を

高
い
精
度
で
判
断
し
て
応
急
手
当

実
施
者
に
音
声
で
除
細
動
の
指
示

を
出
す
医
療
機
器
で
す
。
平
成
16

年
７
月
１
日
に
厚
生
労
働
省
に
よ

†
問
い
合
わ
せ
先
†

健
康
福
祉
課

☎
３―

０
５
１
５
（
担
当　

湊
み
な
と）

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
応

急
手
当
と
し
て
、「
気
道
の
確
保
」

「
人
工
呼
吸
」「
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
」
に
く
わ
え
て
、
電
気
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
除
細
動
を
行
な
う
こ
と

で
救
命
率
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

り
一
般
市
民
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
が
可
能
で
あ
る
と
の
見
解
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
村
喬
生
さ
ん
は
、
わ
が
国
最

高
の
バ
ス
・
バ
リ
ト
ン
歌
手
と
し

て
音
楽
活
動
を
行
う
ほ
か
オ
ペ
ラ

演
出
に
お
い
て
も
意
欲
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
ロ
ー
マ
・
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
・
パ
リ
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

地
で
オ
ペ
ラ
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
出

演
。
ツ
ー
ル
ー
ズ
国
際
声
楽
コ
ン

ク
ー
ル
優
勝
、
ヴ
ィ
オ
ッ
テ
ィ
国

際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
声
楽
部
門
金

賞
、
ほ
か
数
々
の
賞
を
受
賞
。

　

１
９
８
８
年
に
は
国
際
文
化
交

流
貢
献
表
彰
を
文
部
大
臣
か
ら
受

賞
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
ピ
ア
ノ
伴
奏
と
し

て
共
演
す
る
伊
藤
康
英
さ
ん
は
吹

奏
楽
、
室
内
楽
、
声
楽
の
作
曲
家

と
し
て
活
躍
、
中
で
も
吹
奏
楽
作

品
は
国
内
外
か
ら
好
評
を
博
し
て

い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
、
映
画
、
舞
台
で
な
ぜ

か
気
に
な
る
俳
優
・
柄
本
明
さ
ん

が
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
作
品
に
挑
戦
。

【
日
時
】
12
月
16
日
（
土
）
午
後

　

７
時
開
演
、
午
後
６
時
30
分
開
場

【
会
場
】
御
浜
町
中
央
公
民
館

【
入
場
料
】

　

全
自
由
席　

１
，０
０
０
円

【
チ
ケ
ッ
ト
】
10
月
22
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～

　

御
浜
町
中
央
公
民
館
（
土
曜
・

　

日
曜
も
販
売
）

【
主
催
】
御
浜
町
教
育
委
員
会
・

　

三
重
県
・（
財
）
三
井
住
友
海

　

上
文
化
財
団

†
問
い
合
わ
せ
先
†

御
浜
町
中
央
公
民
館

☎
２―

３
１
５
１

【
日
時
】
12
月
２
日
（
土
）

　

午
後
６
時
30
分
開
演
、
６
時
開
場

【
会
場
】
御
浜
町
中
央
公
民
館

【
入
場
料
】

　

全
席
自
由　

３
，０
０
０
円

【
チ
ケ
ッ
ト
】
10
月
14
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～

　

御
浜
町
中
央
公
民
館
（
土
曜
・

　

日
曜
も
販
売
）

【
主
催
】
御
浜
町
教
育
委
員
会

深
刻
に
、
ま
た
、
悲
劇
的
に
解
釈

さ
れ
が
ち
な
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
作
品

を
柄
本
明
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
演

じ
る
の
か
。
彼
の
笑
い
の
ツ
ボ
に

は
ま
る
と
、
た
ち
ま
ち
柄
本
ワ
ー

ル
ド
の
虜
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
舞
台
俳
優
を
通
し
て
鍛
え
抜

か
れ
、
熟
成
し
て
き
た
俳
優
・
柄

本
明
の
ナ
マ
の
魅
力
を
存
分
に
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

御
浜
町
中
央
公
民
館

☎
２―

３
１
５
１

役場１階に設置したＡＥＤ

ＡＥＤのパットを貼ったマネキン

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
ま
し
た

Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
体
外
式
除
細

動
器)

っ
て
な
に
？

Ａ
Ｅ
Ｄ
で
救
命
率
ア
ッ
プ

役
場
一
階
ロ
ビ
ー
に

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
町

職
員
全
員
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

等
を
含
め
た
救
命
講
習
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

救
急
救
命
講
習
会
の
実
施

中
央
公
民
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

地
域
住
民
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

岡
村
喬
生
コ
ン
サ
ー
ト

　

落
葉
松
、
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
ジ

ン
、
軍
隊
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
（
ピ
ア
ノ

独
奏
）、
魔
王
、
さ
と
う
き
び
畑
、

カ
ミ
ニ
ー
ト
な
ど
全
14
曲
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
世
界
を
巡
る
歌
の
旅
」

榎
本
明
ひ
と
り
芝
居

　

煙
草
の
害
に
つ
い
て

～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
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こ
れ
が
国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
で
す

　
　

老
後
の
味
方　

老
齢
基
礎
年
金

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課　

保
険
年
金
係

☎
３
︱
０
５
１
２
（
担
当　

南み
な
み

）

に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

・
昭
和
36
年
４
月
以
降
、
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
間
の
海
外
在
住

期
間

・
平
成
３
年
３
月
ま
で
の
期
間
で

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
学
生
が

任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
な

ど
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

（
平
成
18
年
度
）

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年

間
、
保
険
料
を
す
べ
て
納
め
た
場

合
、
年
金
額
は
７
９
２
，
１
０
０

円
（
月
額
６
６
，
０
０
８
円
）
に

な
り
ま
す
。　
　

そ
の
他
不
測
の
事
態
に
備
え

て
、
障
害
基
礎
年
金
（
病
気
や
ケ

ガ
で
障
害
を
負
わ
れ
て
働
け
な
く

な
っ
た
と
き
）
や
遺
族
基
礎
年
金

（
万
一
ご
本
人
が
亡
く
な
っ
た
と

き
は
、
残
さ
れ
た
妻
や
子
供
に
）

と
３
つ
の
基
礎
年
金
が
あ
な
た
の

一
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
に

す
る
と
、
年
金
額
が
減
額
さ
れ

た
り
し
ま
す
の
で
、
保
険
料
は

期
限
ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

老
齢
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
（
保
険

料
免
除
期
間
・
学
生
納
付
特
例
期

間
・
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
）
と

以
下
の
期
間
等
を
合
計
し
て
、
原

則
25
年
以
上
あ
る
人
が
65
歳
か
ら

受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

期
間
（
第
２
号
及
び
第
３
号
被

保
険
者
期
間
含
む
）

②
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除

又
は
一
部
免
除
（
注
１
）
を
受

け
た
期
間

③
学
生
納
付
特
例
又
は
若
年
者
納

付
猶
予
を
受
け
た
期
間

④
任
意
加
入
で
き
る
人
が
任
意
加

入
し
な
か
っ
た
期
間
（
注
２
）

⑤
昭
和
36
年
４
月
以
降
の
厚
生
年

金
や
共
済
年
金
な
ど
の
加
入
期

間
（
注
１
）
一
部
免
除
の
場
合
、
残

り
の
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と

保
険
料
未
納
期
間
と
な
り
ま

す
。

（
注
２
）

・
昭
和
36
年
４
月
か
ら
昭
和
61
年

３
月
ま
で
の
期
間
で
、
配
偶
者

が
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
た
た
め
、
国
民
年
金

紀
宝
警
察
署

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

紀
宝
警
察
署

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

１
運
動
期
間

10
月
11
日
～
10
月
20
日

２
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

３
運
動
の
重
点

（
１
）
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止

（
２
）
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入

犯
罪
の
防
止　

（
３
）
街
頭
に
お
け
る
ひ
っ
た
く

り
、
性
犯
罪
被
害
の
防
止

†
問
い
合
わ
せ
先
†

紀
宝
警
察
署

☎
０
７
３
５
︱
３
３
︱
０
１
１
０

平
成
18
年

全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

消防署だより

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
不
適
切
な
訪
問
販

売
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。消

防
職
員
が
訪
問
販
売
を
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』
を
ご

購
入
の
場
合
は
、
図
の
よ
う
に
日

本
消
防
検
定
協
会
の
鑑
定
に
合
格

し
た
こ
と
を
示
す「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」

の
付
い
た
商
品
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。

住宅用火災警報器

不適正な訪問販売にご注意！

三

４
実
施
内
容

紀
宝
警
察
署
で
は
、
紀
宝
地
区

防
犯
協
会
等
と
連
携
し
て
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
犯
罪
に
対
す
る
不
安

を
解
消
す
る
た
め
、「
空
巣
狙

い
」、「
忍
び
込
み
」、「
車
上
狙

い
」、「
自
転
車
盗
」
な
ど
の
発
生

抑
止
を
重
点
と
し
て
、
全
国
地
域

安
全
運
動
期
間
中
、
次
の
行
事
を

実
施
し
ま
す
。

①
子
供
を
守
る
パ
ト
ロ
ー
ル

②
侵
入
犯
罪
等
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル

③
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

④
防
犯
研
修
会

⑤
地
域
防
犯
モ
デ
ル
事
業
所
指
定

式
⑥
地
域
安
全
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式

⑦
紀
宝
地
区
少
年
警
察
協
助
員
協

議
会
主
催
「
青
少
年
育
成
釣
り

大
会
」

†
問
い
合
わ
せ
先
†　
　

熊
野
市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

☎
０
５
９
７―

８
９―

０
９
９
４
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今日からできる低栄養予防！今日からできる低栄養予防！

はじめましょう  高齢者の介護予防〈第３弾〉

保 健
だより

No.�10

10月
旬の野菜

～さつまいも～
甘
み
が
増
す
の
は

じ
っ
く
り
加
熱
、

栄
養
素
の
損
失
が
少
な

い
の
は

電
子
レ
ン
ジ

さ
つ
ま
い
も
の
で
ん

ぷ
ん
分
解
酵
素
ア
ミ
ラ

ー
ゼ
は
、
石
焼
き
芋
な

ど
の
よ
う
に
、
丸
ご
と

ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
火
を
と

お
す
の
が
、
も
っ
と
も
甘
み
を
だ

す
調
理
方
法
。
た
だ
し
、
栄
養
素

の
損
失
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
一

方
、
さ
つ
ま
い
も
の
栄
養
素
を
逃

さ
ず
に
調
理
す
る
ベ
ス
ト
の
方
法

は
、
電
子
レ
ン
ジ
で
急
激
に
加
熱

す
る
こ
と
で
す
。

水
分
の
蒸
発
が
多
い
の
で
ホ
ッ

ク
リ
仕
上
げ
る
利
点
も
あ
り
ま
す

が
、
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
が
働
き
に
く
く

な
る
た
め
、
あ
ま
り
甘
み
は
出
て

き
ま
せ
ん
。

保
存
の
コ
ツ･･････

さ
つ
ま
い

も
は
低
温
に
弱
く
、
水
分
が
つ
く

と
腐
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
新
聞

紙
に
包
み
、
常
温
で
通
気
性
の
よ

い
場
所
に
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
参
考
資
料
》

株
式
会
社
／
学
習
研
究
社

テ
レ
ビ
で
話
題
の
健
康
食
材
ガ
イ
ド

□ 

牛
乳
・
乳
製
品
を
毎
日
食
べ
な
い

□ 

歯
や
口
の
具
合
が
悪
い
た
め
、
食
べ
る
事
に
支
障
が
あ
る

□ 

お
金
の
事
が
気
に
な
っ
て
、
食
べ
物
を
買
う
の
を
控
え
る
事
が
あ
る

□ 

ひ
と
り
で
食
事
を
す
る
事
が
多
い

□ 

１
日
に
３
種
類
以
上
の
薬
を
飲
ん
で
い
る

　
（
医
師
か
ら
処
方
さ
れ
た
も
の
と
薬
局
等
で
購
入
し
た
薬
の
両
方
を
含
む
）

□ 

こ
の
３
ヶ
月
間
に
１
㎏
体
重
が
減
っ
た
（
減
量
し
て
い
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
）

□ 

こ
の
３
ヶ
月
間
に
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
急
性
の
病
気
に
か
か
っ
た

１
つ
で
も
当
て
は
ま
っ
た
人
は
す
で
に
低
栄
養
に
陥
っ
て
い
た
り
、
も
し
く
は
放
っ
て

お
く
と
低
栄
養
に
な
る
危
険
性
を
示
し
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†　

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
推
進
室　

☎
３
︱
０
５
１
１

 

一 

、
三
食
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
欠
食
は

絶
対
避
け
る

 

二 

、
油
脂
類
の
摂
取
が
不
足
し
な
い
よ
う

に
注
意
す
る

 

三 

、
動
物
性
脂
肪
を
十
分
と
る

 

四 

、
肉
と
魚
の
摂
取
は
１
対
１
程
度
に
な

る
よ
う
に
す
る

 

五 

、
肉
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
を
摂
取
し
、

か
た
よ
ら
な
い
よ
う
に
す
る

 

六 

、
牛
乳
は
毎
日
２
０
０
ｍ
ℓ
以
上
の
む

よ
う
に
す
る

 

七 

、
野
菜
は
緑
黄
色
野
菜
や
根
菜
な
ど
豊

富
な
種
類
を
毎
日
食
べ
る

 

八 

、
食
欲
が
無
い
と
き
は
お
か
ず
を
先
に

食
べ
、
ご
飯
は
残
す

 

九 

、
食
材
の
調
達
法
や
保
存
法
に
習
熟
す
る

 

十 

、
酢
、
香
辛
料
、
香
り
野
菜
を
十
分
に

取
り
入
れ
る

十
一
、
調
味
料
を
上
手
に
使
い
お
い
し
く
食

べ
る

十
二
、
和
風
、
中
華
、
洋
風
と
さ
ま
ざ
ま
な

料
理
を
取
り
入
れ
る

十
三
、
会
食
の
機
会
を
豊
富
に
つ
く
る

十
四
、
か
む
力
を
維
持
す
る
た
め
に
義
歯
は

定
期
的
に
点
検
を
受
け
る

十
五
、
健
康
情
報
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

参
考
／
熊
谷
修
、
他
、
日
本
公
衆
衛
生
雑
誌

 

低
栄
養
を
防
ぎ
老
化
を
遅
ら
せ
る

　

高
齢
者
の
た
め
の
食
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　

指
針
十
五
か
条

低
栄
養
予
防
は
『
元
気
で
長
生
き
』
へ
の
道
し
る
べ

こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

<

栄
養
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク>

　

低
栄
養
に
な
る
と
、
イ
キ
イ

キ
と
し
た
生
活
を
お
く
る
の
が

困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
日
か
ら
低
栄
養
予
防
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

　

大
切
な
の
は
３
つ
の
習
慣
の

改
善
で
す
。

生 
活

運 

動

食 

事
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くらし の

情報

「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」

（
10
月
16
日
～
22
日
）

子
宮
が
ん
検
診(

個
別)

の
実
施

　

子
宮
が
ん(

頸
部)

の
個
別
検

診
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
実
施
機
関
】

　

10
月
２
日
～
11
月
30
日

【
自
己
負
担
金
】

　

70
歳
以
上　

無
料

　

69
歳
以
下　

１
，
１
０
０
円

【
対
象
者
】

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳

　

以
上
の
女
性

【
実
施
医
療
機
関
】

　

紀
南
病
院
産
婦
人
科

　

大
石
産
婦
人
科
医
院(

熊
野

　

市
有
馬
町)

†
問
い
合
わ
せ
先
†

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
推
進
室

☎
３―

０
５
１
１
（
担
当　

上う
え
の野
）

　
「
行
政
相
談
」
と
は
、
行
政
全

般
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
苦
情

や
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
き

し
、
制
度
や
運
営
の
改
善
を
図

る
制
度
で
す
。

　

10
月
16
日
（
月
）
か
ら
22
日

（
日
）
ま
で
の
一
週
間
を
「
秋
の

行
政
相
談
週
間
」
と
し
て
、
全
国

的
に
色
々
な
行
事
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
週
間
に
ち
な
ん
で
、
当
町

  １日
松波　久雄　医師

（尾呂志診療所）

  ８日
小山　徹　医師

（小山医院）

15 日
尾辻　啓　医師

（尾辻内科クリニック）

22 日
平谷　一人　医師

（荒坂診療所）

29 日
大石　知実　医師

（大石医院）

紀南病院内科系
日 曜 外 来 診 療

納
期
限
10
月
31
日（
火
）

※
納
税
は
便
利
で
確
実
な
口

座
振
替
を
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

10
月
の
納
税
期
限

●
町
県
民
税
第
３
期

●
国
民
健
康
保
険
税
第
４
期

●●●  10 月の担当医  ●●●街
頭
献
血
の
実
施

【
実
施
日
】

　

10
月
20
日(

金)
10
月
１
日
は
平
成
18
年

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

　

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
は
商

店
や
工
場
、
営
業
所
、
事
務
所
、

銀
行
、
学
校
、
旅
館
、
学
習
塾
、

病
院
、
寺
院
な
ど
、
す
べ
て
の
事

業
所
が
対
象
と
な
る
大
規
模
な
統

計
調
査
で
す
。

　

統
計
調
査
の
結
果
は
国
や
県
、

町
な
ど
が
こ
れ
か
ら
の
行
政
を
考

え
る
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
各
事
業
所
に
調

査
員
証
を
携
行
し
て
い
る
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

総
務
課
企
画
係

☎
３―

０
５
０
５
（
担
当　

赤あ
か
ね根

）

で
も
次
の
と
お
り
「
行
政
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
、役
場
・

県
・
国
や
特
殊
法
人
等
の
業
務
や

各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
・
手
続
き
等

に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
や

困
り
ご
と
が
あ
る
方
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
18
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
正
午
ま
で

【
場
所
】
役
場　

会
議
室
（
１
）

【
相
談
担
当
者
】

　

行
政
相
談
委
員　

上
ミ
地 

祥よ
し
ひ
ろ浩

　

な
お
、
行
政
相
談
所
に
つ
い

て
は
、
当
日
だ
け
で
な
く
毎
月

第
三
水
曜
日
に
同
所
で
定
期
的

に
開
設
し
て
い
る
ほ
か
、
次
の

と
こ
ろ
で
も
常
時
ご
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
御
利
用
く
だ

さ
い
。

《
行
政
相
談
委
員
》

上
ミ
地 

祥
浩 

《
住
所
》

御
浜
町
大
字
志
原
１
７
２
８
番
地
２

☎
２―

２
９
３
８

　
「
行
政
相
談
委
員
」
と
は
、
総

務
大
臣
が
委
嘱
す
る
民
間
有
識

者
で
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談

相
手
で
す
。
ま
た
、
ご
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
保
険
年
金
係

☎
３
︱
０
５
１
２
（
担
当　

南み
な
み
）

【
場
所･

時
間
】

　

御
浜
町
役
場

　
：

午
前
９
時
～
10
時

　

オ
ー
ク
ワ
神
志
山
店

　
：

午
前
11
時
～
12
時

　

紀
南
病
院

　
：

午
後
２
時
～
４
時

【
対
象
年
齢
】

　

18
歳
～
69
歳

　
（
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
歳
～

　

64
歳
ま
で
に
一
度
献
血
し
た

　

こ
と
が
あ
る
方)

　
【
体
重
】

　
　

男
女
と
も
に
50
㎏
以
上

　
【
献
血
基
準
】

　
　

４
０
０
ml

　
【
献
血
間
隔
】

　
　

男
性
３
ヶ
月
・
女
性
４
ヶ
月

※
献
血
す
る
際
、
事
前
に
医
師

の
診
断
が
あ
り
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
推
進
室

☎
３―

０
５
１
１
（
担
当　

上う
え
の野

）



�

《一般書》
◦今、ここがあぶない日本の農業

白石　雅也著
◦愛の流刑地（上・下）

渡辺　淳一著
《絵　本》
◦ぐりとぐらのあいうえお
◦ぐりとぐらの１・２・３　他

図書館中央
公民館図書館だより

９
が
つ

　

ど
し
ゃ
ぶ
り
あ
め
に

　

つ
む
じ
か
ぜ

　

に
ひ
ゃ
く
と
お
か
の

　

た
い
ふ
う
が

　

お
お
あ
ば
れ
し
て

　

い
っ
た
あ
と

　

き
れ
い
な　

あ
お
ぞ
ら

　

か
お
だ
し
た

　

か
え
る
さ
ん
と　

か
め
さ
ん
と

　

こ
れ
か
ら　

ゆ
っ
く
り

　

お
つ
き
み
か
い
の　

そ
う
だ
ん

　

し
ま
し
ょ
う
（
本
文
よ
り
）

開館時間●午前 9 時～午後 4 時
休 館 日●毎週月曜日

本
一 冊 の

ぐりとぐらのうた
　　うた１２つき
なかがわえりこ　文
やまわきゆりこ　絵

　

現
在
、
全
国
的
に
農
地
の
遊
休
・

荒
廃
化
の
問
題
が
深
刻
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
御
浜
町
に
お
い
て
も
農
地

の
遊
休
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、

農
地
所
有
者
の
協
力
な
く
し
て
は
解

消
出
来
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

御
浜
町
の
遊
休
農
地
が
少
し
で

も
解
消
出
来
る
よ
う
ご
協
力
の
程

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
自
分
で
草
刈
す
る
の

が
難
し
い
場
合
は
、
紀
南
森
林
組

合
も
草
刈
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
現
在
耕
作
を
放
棄
さ
れ
て
い

る
方
・
耕
作
し
て
い
る
が
数
年
後

に
は
耕
作
す
る
の
が
難
し
く
、
借

り
手
・
買
い
手
を
探
し
て
い
る
と

い
う
方
に
つ
い
て
は
、
農
地
銀
行

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一
度
荒
れ

て
し
ま
っ
た
農
地
を
復
活
さ
せ
て

耕
作
す
る
の
に
は
多
大
な
費
用
と

労
力
が
か
か
り
、
農
地
の
受
け
手

を
探
す
の
が
非
常
に
難
し
く
な
り

ま
す
の
で
そ
の
様
な
農
地
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
出
来
る
だ
け
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
た
に
農
地
を
探
し
て

い
る
と
い
う
方
に
つ
い
て
も
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

農
地
銀
行
事
務
局

（
役
場
産
業
建
設
課
内
）

☎
３―
０
５
１
７

遊
休
（
荒
廃
）
農
地
の

解
消
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

と
「
三
重
県
社
会
福
祉
士
会
」
で

は
、
司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
が

無
料
で
面
接
、
電
話
で
相
談
で
き

る
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
今
回

は
、
成
年
後
見
制
度
だ
け
で
は
な

く
、
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
問
題
に
つ
い

て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
14
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
場
所
】
三
重
県
司
法
書
士
会
館

３
階
（
津
市
丸
之
内
養
正
町
17―

17
）

津
市
役
所
か
ら
北
東
に
５
０
０
ｍ

【
相
談
方
法
】

面
談
及
び
電
話
相
談

※
当
日
特
設
電
話

（
０
５
９―

２
２
９―

９
５
７
０
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

司
法
書
士　

船
橋
慎
二
事
務
所

☎
０
５
９―

３
２
５―

２
２
２
８

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

の
申
込
を
受
付
中

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
教

育
に
か
か
る
ご
家
庭
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
」
を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。

【
融
資
額
】
学
生
・
生
徒
一
人
に

つ
き
２
０
０
万
円
以
内

【
融
資
期
間
】
10
年
以
内
（
在
学

期
間
内
で
元
金
据
置
が
可
能
）

【
返
済
方
法
】
毎
月
元
利
均
等
返

済
（
ボ
ー
ナ
ス
払
い
の
併
用
も
可

能
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

国
民
生
活
金
融
公
庫
津
支
店

☎
０
５
９―

２
２
７―

５
２
１
１

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
方
々
の
た
め
に
、「
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に

よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で

す
。

　

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働

く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建

設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で

の
退
職
金
制
度
で
す
。

【
加
入
で
き
る
事
業
主
】

建
設
業
を
営
む
方

【
対
象
と
な
る
労
働
者
】

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

【
掛
金
】
日
額
３
１
０
円

†
問
い
合
わ
せ
先
†

建
退
共
三
重
支
部

☎
０
５
９―

２
２
４―

４
１
１
６

労
働
保
険
の
加
入
手
続

き
は
お
す
み
で
す
か

　

厚
生
労
働
省
（
三
重
労
働
局
）

で
は
、“
労
働
保
険
の
未
手
続
き

事
業
場
の
一
掃
”
を
重
点
項
目
に

掲
げ
、
加
入
指
導
を
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
、
10
月
を
「
労
働
保
険
適

用
促
進
月
間
」
と
定
め
、
自
主
的

な
加
入
手
続
き
を
促
す
等
の
た
め

の
広
報
活
動
、
三
重
県
労
働
保
険

事
務
組
合
連
合
会
と
の
連
携
に
よ

る
未
手
続
事
業
場
の
個
別
訪
問
に

よ
る
加
入
勧
奨
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
と

ら
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、

速
や
か
に
加
入
手
続
き
を
と
ら
れ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

三
重
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室

☎
０
５
９―

２
２
６―

２
１
０
０

無
料
成
年
後
見
相
談
会
実
施

の
お
知
ら
せ

　
「
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
み
え
」

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

新刊案内新刊案内
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ファインダー

ファインダー

ファインダー

ファインダー ●
御
浜
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
う
ち
、

①
65
歳
以
上
で
、
予
防
接
種
法
に

基
づ
き
接
種
を
受
け
ら
れ
た
方

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心

臓
・
腎
臓
等
の
機
能
に
障
害
の

あ
る
身
体
障
害
手
帳
１
級
相
当

　

医
療
機
関
で
国
民
健
康
保
険
証

を
提
示
の
う
え
、
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

①
接
種
時
の
年
齢
が
65
歳
以
上
で
、

御
浜
町
に
住
所
を
有
す
る
方

②
御
浜
町
に
住
所
を
有
す
る
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、心
臓
・

腎
臓
等
の
機
能
に
障
害
の
あ
る

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
予
約
の

う
え
、
健
康
保
険
証
と
健
康
手
帳

を
必
ず
持
参
し
、
体
調
の
良
い
日

に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の

方
（
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
で
な
い
場
合
は
医
師
の
診
断

書
が
必
要
で
す
）

●
平
成
18
年
10
月
15
日
～

　

平
成
19
年
１
月
31
日

●
自
己
負
担
額
２
，
０
０
０
円
を

医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ

①
65
歳
以
上
の
方

　

１
，０
０
０
円（
手
続
き
は
不
要
）

②
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

◆
65
歳
以
上
の
方

◎
接
種
当
日
、
医
療
機
関
で
助
成

額
（
１
，
０
０
０
円
）
を
精
算

い
た
し
ま
す
。

　
（
自
己
負
担
額
２
，
０
０
０
円

の
う
ち
、
１
，
０
０
０
円
を
接

種
医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。）

◆
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方 

①
熊
野
市
・
南
牟
婁
郡
の
医
療
機

関
で
接
種
し
た
場
合

　
　

医
療
機
関
で
の
お
支
払
い

健
康
づ
く
り
推
進
室
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

②
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

③
予
診
票
は
医
療
機
関
の
窓
口
で

受
け
取
り
、
説
明
書
を
よ
く
読

ん
で
か
ら
ご
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

④
接
種
後
は
医
療
機
関
で
健
康
手

帳
に
接
種
日
時
な
ど
を
記
入
し

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

は
、１
，０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
　

残
額
に
つ
い
て
は
国
保
保
健

事
業
で
助
成
し
ま
す
。（
手
続

き
は
不
要
）

②
熊
野
市
・
南
牟
婁
郡
以
外
の
医

療
機
関
で
接
種
し
た
場
合

　
　

接
種
料
金
か
ら
１
，
０
０
０
円

を
控
除
し
た
額
を
助
成
し
ま
す
。

　
　

領
収
書･

印
鑑･

郵
便
局
以

外
の
通
帳
を
持
っ
て
、
税
務
住

民
課
又
は
支
所
等
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
推
進
室

☎
３
︱
０
５
１
１
（
担
当　

上う
え
の野
）

い
。

※
御
浜
町
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
国
保
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
保
健
事
業
に
よ

る
助
成
が
あ
り
ま
す
の
で
１
，

０
０
０
円
を
医
療
機
関
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
、

左
記
「
国
保
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

保
健
事
業
」
の
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

●
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
で
す
。

　

接
種
料
金
か
ら
１
，
０
０
０
円

を
控
除
し
た
額

①
熊
野
市
・
南
牟
婁
郡
以
外
の
医

療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
事
前
に
健
康
福
祉
課

の
方
を
含
み
ま
す
。

②
40
歳
以
上
65
歳
未
満
で
任
意
に

接
種
を
受
け
ら
れ
た
方

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
保
険
年
金
係

☎
３
︱
０
５
１
２
（
担
当　

畑は
た
な
か中

）

●
平
成
18
年
10
月
15
日
～

　

平
成
19
年
１
月
31
日

対
象
者

対
象
と
な
る
接
種
期
間

自
己
負
担
額

注
意
事
項

助
成
対
象
者

助
成
対
象
と
な
る
期
間

助
成
額

助
成
の
方
法

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

「
グ
ラ
ン
マ
の
会
」
と
「
サ
ン
ク

ス
」
が
８
月
21
日
に
福
祉
健
康
セ

ン
タ
ー
で
、
御
浜
町
の
平
和
月

間
に
あ
わ
せ
て
『
へ
い
わ
の
つ
ど

い
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
朗
読
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
６
時
間

以
上
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
の
、
阪
本
浩
子
さ
ん
に
よ

る
朗
読
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共

和
軍
の
テ
ロ
で
亡
く
な
っ
た
青
年

が
、
両
親
に
託
し
た
封
筒
に
残
さ

れ
て
い
た
と
い
う
詩
「
千
の
風
に

な
っ
て
」（
日
本
語
詩
・
新
井
満
）

に
映
像
を
交
え
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
も
、
よ
り
平
和
な
世
界
へ

の
認
識
を
深
め
た
よ
う
で
し
た
。

平
和
へ
の
願
い

高
齢
者
等
を
対
象
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施

国
保
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
保
健
事
業

国
保
加
入
者
に
は
接
種
料
金
の
一
部
を
助
成
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「弥九郎の犬 マンの血をひくもの」

ファインダー

ファインダー

ファインダー

ファインダー

新しくＪＡ三重南紀イメージガールが６人誕生し、挨拶に訪れ
てくれました。これから２年間、三重南紀みかんの販売促進と消
費宣伝ＰＲを行っていきます。

左から南、前田、久保、濵地、安波さん

「みかんのイメージアップに」228
ＪＡ三重南紀イメージガール

パーク七里御浜横のふれあい駐車場で、県天然記念物紀
州犬審査会が開かれました。この審査会は、天然記念物の紀
州犬の保存を図り、その繁殖を助長するため、保存会の必要

39
県天然記念物紀州犬審査会

を認めた優良紀州犬
を紀州犬台帳に登録
するのが目的。体型
や顔立ち、被毛、歯
の健康状態、猛々し
さなどの審査の結果、
新たに 10 匹が登録さ
れました。

歯の健康状態のチェック

「また戻ってきてね」258

今シーズンに阿田和海岸など５ヶ所で産卵し、紀宝町

アカウミガメの放流

茶色が入った紀州犬も

ふ化場でふ化した 105 匹のアカウミガメ
を、阿田和保育園の園児たち 31 人が阿
田和海岸から放流しました。放流したカ
メは北海道からアメリカ沖に向かい、10
年くらいしたら故郷の海岸に帰ってくる
そうで、波打ち際に一列に並んだ園児た
ちは「大きくなって、また戻ってきてね」
と子ガメに声を掛けながら一斉に放流し
ました。
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あなたのページ 

　総務課 
身近な話題を 
　お寄せください 
　　　　行政係 

100歳
　おめでとうございます

今
年
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た

方
の
一
人
、
上
市
木
の
宇
田
ま
つ

の
さ
ん
を
町
長
が
慰
問
し
、
記
念

品
の
置
時
計
を
手
渡
し
ま
し
た
。

宇
田
さ
ん
は
明
治
39
年
生
ま

れ
。４

年
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
、
夫

の
数
一
さ
ん
も
１
０
１
歳
ま
で
生

き
ら
れ
、
ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
、
小

泉
純
一
郎
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
百

歳
を
祝
う
銀
杯
を
受
け
て
い
ま

す
。

現
在
は
、
自
宅
横
に
住
む
二
男

夫
婦
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
一
人

暮
ら
し
を
し
、
身
の
回
り
の
こ
と

は
す
べ
て
自
分
で
や
る
ほ
か
、
朝

夕
に
自
宅
前
の
畑
で
野
菜
の
手
入

れ
を
し
て
い
ま
す
。
好
き
嫌
い
は

な
く
何
で
も
食
べ
、
テ
レ
ビ
で
、

時
代
劇
と
「
は
ぐ
れ
刑
事
」
を
見

る
の
が
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

長
寿
の
秘
訣
は
と
聞
く
と
、「
何

事
に
も
あ
ま
り
く
よ
く
よ
し
な
い

こ
と
」
と
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。町

長
は
「
夫
婦
で
百
歳
ま
で
生

き
ら
れ
る
の
は
な
か
な
か
な
い
。

宇
田
さ
ん
は
御
浜
町
の
宝
。
日
本

一
の
長
寿
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
祝
福
す
る
と
、
宇
田
さ
ん
か
ら

町
長
に
「
頑
張
っ
て
元
気
に
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
逆
に
激

励
す
る
ほ
ど
、
元
気
そ
の
も
の
で

し
た
。

宇
田
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元

気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

み
は
ま
広
報
俳
句
八
月
抄

キ
ャ
ン
プ
張は

る　

掘
れ
ば
温

ゆ

泉
の
出
る　

磧
か
わ
ら

辺べ

に　

梛
山　

て
い

夫つ
ま

知
ら
ぬ　

世
を
幾い

く
と
せ年

や　

墓は
か
あ
ら洗

ふ　
　
　
　

長
尾　

あ
や

な
ぞ
め
い
て　

観か
ん
の
ん音

竹ち
く

の　

花は
な

咲さ
き

け
り　
　
　

畑
中　

一
代

癒い

え
し
眼め

の　

つ
ば
ら
に
ま
ぶ
し　

青あ
お

山さ

ん

が河　

下
川　

幸
子

ニ
ュ
ー
ス
見
る　

事
件
の
多
き　

夏
は
過
ぎ　

屋
敷　

順
子

熱ね
っ
た
い帯

夜や　

眠
れ
ぬ
ま
ま
に　

空そ
ら

白し
ら

み　
　
　
　

西　
　

敦
子

新に
い
ぼ
ん盆

の　

過
ぎ
し
仏ぶ

つ

ま間
の　

広
さ
か
な　
　
　

浦　

ま
さ
え

秋
風
や　

我わ
が

町ま
ち

美び

み味
の　

輩
や
か
ら

あ
る　
　
　
　
　

織
田　

信
勝

う
す
明
か
り　

見
ら
れ
ぬ
顔
の　

盆ぼ
ん
お
ど踊

り　
　

尾
崎
喜
美
子

朝あ
さ

涼す
ず

や　

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に　

農の

う

ふ夫
立
つ　
　

小
野
は
る
み

ラ
ム
ネ
飲
む　

隣
と
な
り

の
犬
の　

よ
だ
れ
か
な　
　

小
野
ま
あ
り

向ひ

ま

わ

り

日
葵
や　

子こ

等ら

無な

き
学
校　

賑に
ぎ

や
か
す　
　

向
井
幸
太
郎

立り
っ
し
ゅ
う

秋
や　

さ
り
と
わ
見
え
ぬ　

空
の
色　
　

 

石
橋　

寛
朝

洗
い
髪　

そ
の
ま
ま
客
を　

迎む
か

へ
た
り　
　
　

榎
本　

孤
星

芋い
も

の
葉
に　

首く

び

ふ振
ら
せ
ゐ
る　

風か
ぜ

潜ひ
そ

む　
　

 

七
海　

笑
涙

棒
ぎ
れ
に　

蝮
ま
む
し

か
ら
ま
せ　

農の

う

ふ夫
来
る　
　
　

川
本　

素
秋

朝あ

さ

だ立
ち
の　

庭
に
揃そ

ろ

え
て　

登と

ざ

ん山
靴ぐ

つ　
　
　
　

和
田
真
沙
恵

　

御
浜
町
で
は
、
９
月
18
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
、
満
１
０
０
歳
に
到

達
さ
れ
た
方
に
記
念
品
を
、
満
88
歳
に
到
達
さ
れ
た
方
に
座
布
団
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
該
当
者
は
、１
０
０
歳
が
２
名
、88
歳
が
66
名
お
ら
れ
ま
し
た
。

町長から記念品を受け取る宇田さん

宇田　まつのさん（上市木）
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人		口	10,113人（－			2人）
　		男	04,732 人（±			0人）
　		女	05,381 人（－			2 人）

世帯数	　4,349 戸（－			4 戸）

9月１日現在の人の動き 表
紙
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
神
志
山

小
学
校
で
地
震
の
講
演
と
地
震
体

験
車
に
よ
る
地
震
体
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
▼
講
演
で
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

時
の
コ
ン
ビ
ニ
の
中
の
様
子
な
ど
の
映

像
を
交
え
な
が
ら
、
地
震
の
怖
さ
な
ど

を
生
徒
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
い

た
と
思
い
ま
す
▼
私
自
身
も
、
地
震
体

験
車
に
乗
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
や
新
潟
中
越
地
震
な
ど
数

パ
タ
ー
ン
の
揺
れ
の
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
震
に

特
徴
が
あ
り
、
か
な
り
の
恐
怖
を
感
じ

ま
し
た
▼
地
震
体
験
車
で
の
地
震
は
、

子
ど
も
た
ち
も
ニ
コ
ニ
コ
す
る
ほ
ど
、

楽
し
く
思
え
ま
し
た
が
、
実
際
に
こ
の

縦
、
横
の
揺
れ
が
家
で
起
き
た
ら
と
思

う
と
、
テ
レ
ビ
や
タ
ン
ス
な
ど
は
間
違

い
な
く
倒
れ
る
。
い
や
、
テ
レ
ビ
な
ど

は
飛
ぶ
か
も
し
れ
な
い
。
な
ど
と
色
々

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
▼
皆
さ
ん
の
ご

自
宅
は
家
具
の
固
定
な
ど
さ
れ
て
い
ま

す
か
。
必
ず
家
具
の
固
定
は
し
た
ほ
う

が
い
い
で
す
。
ま
ず
は
、
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ

う
。

♥ 	 阿田和 

♥

畠山　若
わかな

菜ちゃん

裕さ
ん・結季さ

ん

梅田　恵
けいた

汰く
ん

靖之さ
ん・真紀さ

ん

平成18年7月1日～31日届出分

は
じめ

まして

メ ニ ュ ー 提 供： 御 浜 町 食 生 活 改 善 推 進 協 議 会

〜シリーズ〜

人を大切にする
まちづくり

教育委員会

●
育
児
・
家
事
は
誰
の
仕
事
？

　

日
本
の
働
く
女
性
の
約
70
％
が
第
１
子
を
出
産
の
際
に

仕
事
を
辞
め
て
い
る
と
い
う
事
実
を
ご
存
知
で
し
た
か
？

　

子
ど
も
を
産
み
た
い
け
れ
ど
仕
事
は
辞
め
た
く
な
い
と

い
う
女
性
も
き
っ
と
多
い
は
ず
で
す
。
し
か
し
仕
事
を
続

け
た
と
し
て
も
疲
れ
て
家
に
帰
っ
て
き
て
み
れ
ば
家
事
・

育
児
が
待
っ
て
い
る
・
・
・
仕
事
を
続
け
て
い
く
こ
と
は

女
性
に
と
っ
て
過
酷
な
生
活
と
な
る
こ
と
は
目
に
見
え
て

い
ま
す
。
夫
が
仕
事
か
ら
帰
っ
て
き
て
「
疲
れ
た
～
」
と

何
も
せ
ず
寝
転
が
っ
て
い
て
も
誰
も
何
も
言
い
ま
せ
ん

が
、
妻
が
同
じ
こ
と
を
す
れ
ば
周
り
の
目
は
冷
や
や
か
で

す
。「
好
き
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
帰
っ
て
き

て
家
事
・
育
児
を
す
る
の
は
当
た
り
前
」
と
い
う
わ
け
で

す
。

　

日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
「
子
育
て
・
家
事
は
女
性
が
す
べ

き
も
の
」
と
い
う
考
え
方
が
根
強
く
、
育
児
休
暇
の
取
得

率
は
女
性
で
は
約
73
％
、
男
性
に
い
た
っ
て
は
約
０
．
４

％
と
い
う
現
状
で
す
（
厚
生
労
働
省
「
平
成
15
年
度 

女

性
雇
用
管
理
基
本
調
査
」）。
ち
な
み
に
、
北
欧
の
国
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
は
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
率
が
約
79
％
だ
そ

う
で
す
！
こ
れ
を
あ
な
た
は
ど
う
考
え
ま
す
か
？

　

今
の
日
本
で
男
性
が
育
児
休
暇
を
取
る
の
は
、
ま
だ
ま

だ
難
し
い
面
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
休
暇
を
取
る
の

が
無
理
な
ら
、
少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
か
ら
家
事
や
育
児

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
だ
け
で
も
働
く
女
性
に

と
っ
て
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
な
の
で
す
。

第
44
回
東
海
北
陸
公
民
館
大
会

（
８
月
24
日
（
木
）
愛
知
県
豊
橋

市
に
て
開
催
）
の
席
上
、
御
浜
町

立
志
原
公
民
館
長
の
市
ノ
木
山
信

廣
さ
ん
が
全
国
優
良
公
民
館
職
員

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

市
ノ
木
山
さ
ん
は
、
昭
和
62
年

御
浜
町
立
志
原
地
区
公
民
館
長
に

就
任
、
以
来
19
年
22
ヶ
月
間
に
わ

た
っ
て
、
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
施
設
で
あ
る
志
原
公
民
館

の
館
長
と
し
て
、
誰
も
が
活
動
し

や
す
い
公
民
館
を
目
指
し
、
住
民

の
意
見
や
要
望
を
役
場
に
提
言
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
生
涯

学
習
の
場
と
機
会
づ
く
り
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
が
全
国
表
彰
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

第44回全国公民館連絡協議会
優良職員表彰




